
授業科目名

主担当教員名

配当学年　等

学習目標

授業概要

授業内容

年月日(曜) 時限 担当教員 項目 内容
課題
有・無

授業形式
（原則、対面。)

令和2年10月5日（月） 4 中西・山下
授業ガイダンス
アセスメント

事例提示 有 講義・演習

令和2年10月5日（月） 5 中西・山下 アセスメント 有 講義・演習

令和2年10月12日（月） 4 中西・山下
アセスメント
関連図

有 講義・演習

令和2年10月12日（月） 5 中西・山下
アセスメント
関連図

有 講義・演習

令和2年10月19日（月） 4 中西・山下 関連図 関連図の発表 有 講義・演習

令和2年10月19日（月） 5 中西・山下 看護問題の明確化 有 講義・演習

令和2年11月02日（月） 4 中西・山下 看護問題の明確化 有 講義・演習

令和2年11月02日（月） 5 中西・山下 計画立案 有 講義・演習

令和2年11月0９日（月） 4 中西・山下 計画立案 計画立案の発表 有 講義・演習

令和2年11月0９日（月） 5 中西・山下 計画立案 計画立案の発表 有 講義・演習

令和2年11月16日（月） 4 中西・山下 有 演習

令和2年11月16日（月） 5 中西・山下 有 演習

令和2年11月30日（月） 4 中西・山下 有 演習

令和2年11月30日（月） 5 中西・山下 有 演習

令和2年12月07日（月） 4 中西・山下 まとめ 有 講義

授業形式・
視聴覚機器の利用

評価方法

教科書・
参考文献

学生への
メッセージ

1.本科目は既習技術を修得していることを前提とする。
２．本科目は、今後の各領域実習につながる学習である。そのため、既習学習を活用すること。
３．本科目は、連続した知識の積み重ねが必要であるため、欠席しないようにすること。やむなく欠
席した場合は、自己学習をおこない、次の授業に臨むこと。

2020年度後期　講義概要

１．事例を通して、日常生活上の問題とその原因・誘因を見出すことができる。
２．対象者の健康に関わる日常生活上の問題解決に向けた目標を立案できる。
３．対象者のもつ機能をいかした看護計画の立案ができる。
４．立案した看護計画の評価の視点が説明できる。

看護実践において対象の日常生活に関わるニーズを判断し、対象の個別性に応じて、さまざまな看護
技術を統合・応用・創造し、最善の看護を実践する意義と方法を学習する。対象者に必要な看護介入
方法を思考しながらシミュレーション演習を行う。授業では、紙上事例を用いてアセスメントから具
体的な介入方法の立案、実施、評価までを行う。

授業は、講義とシミュレーション演習によって行う。
学習の進度状況などに応じて内容及び開講時間を変更する場合がある。
変更となった場合は提示する。

全講義数の2/3以上の出席を満たすことを評価の要件とする。
【評価基準】
１．課題学習シートの提出及び内容(30％）
２．グループワーク・発表とレポート
３．最終課題レポート提出と内容(60％）

１．ナーシング・グラフィカ「基礎看護学②ヘルスアセスメント」メディカ出版.
2.リンダJ.カルペニート＝モイエ『看護診断ハンドブック』医学書院.

シミュレーション演習看護実践と評価

看護実践と評価 シミュレーション演習

看護学科　2年

中西　京子

看護過程演習Ⅱ
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